
 

ＭＭＦの見解 

電磁過敏症 

 

以前から、携帯電話や基地局から発生するような電磁界へのばく露によるものとされる、さ

まざまな健康上の問題を報告する人々がかなり存在しています。そうした人々はしばしば、電

磁過敏症であると説明されています。 

 

こうした人々がばく露されている電磁界レベルは、一般的に推奨されているばく露制限値よ

りも十分低く、ＷＨＯによれば、何らかの健康影響を生じることが知られているレベルよりも、

明らかに遥かに低いいものです。 

 

報告されている過敏症反応には、皮膚病学的症状（刺すような、または焼けるような感覚）、

神経衰弱症状、自律神経の症状（疲労感、集中力の減退、動悸、消化器障害）といった、広範

な不特定の症状が含まれます1。 

 

ＷＨＯは2004年10月、プラハ（チェコ共和国）において、電磁過敏症に関するワークショッ

プを開催しました。ＷＨＯはこのワークショップの後、以下のような結論を下しています1。 

・ 電磁過敏症2は人によって異なる様々な不特定の症状で特徴付けられる。 

・ そうした症状は実際のものであるが、それと電磁界ばく露との因果関係についての科学
的証拠はありません。 

・ 電磁過敏症という用語を診断上の分類に用いることの根拠はありません。 
・ 国際的に受け入れられている電磁界制限値を下げることにより、電磁過敏症と関連する
症状の有病率が低下するという兆候はありません。 

 

ＷＨＯワークショップの後、ユストゥス・リービッヒ大学（ドイツ）の科学者らは、２００

０～２００４年までに公表された、電磁過敏症と携帯電話からの電磁界に関する文献考察を発

表しました。このうち、実験の品質について考察実施者の基準を満たしていた１３編の研究で

は、ばく露と影響の証拠は見つかりませんでした3。考察の実施者は、以下のように結論づけま

した。 

「全体として、二重盲検法実験において一般人よりも大幅に低い閾値の電磁界を知覚できる

特定の小集団についての証拠はほとんどありませんでした。また、携帯電話放射へのばく露に

起因する特定の症状の集団発生は見つかりませんでした。」 

 

もう一つの最近の考察では、2004年1月以前に公表された、無線周波数（移動体通信システム

に関連）及び超低周波の両方の電磁界についての３１編の研究が対象とされました。このグル

ープも、「電磁界に対する生物物理学的な過敏症の存在を支持する確たる証拠はない。」ことを

見出しています4。 

 

ＭＭＦは、「自身の症状を電磁過敏症に関連付けている患者の対処は、以下を講じることによ

って、その健康症状と臨床状況(clinical picture)に集中すべきだ。」というＷＨＯの見解を支

持します。 

・ そうした症状の原因かもしれない、何らかの特定の条件を同定し、対処するための医学
的評価 



・ そうした症状の原因かもしれない、精神医学的または生理学的条件を同定するための心
理学的評価 

・ そうした症状に寄与するかもしれない、職場及び家庭における要因に対する評価 
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